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盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
方
に
は
平
素
か
ら
、
様
々
な
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
し
て
積
極
的
に
お
取
り

組
み
頂
き
、
改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

特
に
、
熊
本
地
震
災
害
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
励
ま
し
の

お
言
葉
や
ご
支
援
を
支
え
と
し
て
、
会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
会
員
を
始
め
と
す
る
高

齢
者
が
元
気
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
震
災
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
い
ま
だ
仮
設
住
宅
等
で
生
活
を
強
い

ら
れ
て
い
る
方
々
の
住
ま
い
の
再
建
と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題
も
残
さ
れ
て
お
り
、
引

き
続
き
、
創
造
的
復
興
に
向
け
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
県
老
連
で
は
本
年　

月
、
熊
本
地
震
復
興
祈
念
事
業
と
し
て
、
会
員
の
皆

１０

様
が
一
堂
に
集
い
、
復
興
に
力
を
合
わ
せ
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
、
絆
づ
く
り
や

支
え
合
い
が
よ
り
一
層
活
発
化
す
る
よ
う
復
興
祈
念
寄
席
等
を
開
催
し
ま
す
。
な
お
、

本
事
業
は
会
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
む
姿
勢
を
示
す
た
め
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
と

同
時
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
多
数
の
皆
様
方
が
ご
参
加
頂
き
ま
す
よ
う
ご

案
内
申
し
上
げ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
被
災
地
老
連
と
そ
れ
を
応
援
す
る
非
被
災
地
老
連
の
皆
様
と
の
交
流
会
が

引
き
続
き
県
下
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
益
城
町
老
連
と
天
草
市
老
連
と
の

交
流
で
は
、
天
草
市
老
連
の
演
芸
に
よ
る
お
も
て
な
し
等
に
よ
り
会
員
の
皆
様
に
笑

顔
や
元
気
が
次
第
に
戻
り
、
絆
が
深
ま
っ
て
い
る
情
景
を
み
て
、
感
慨
を
新
た
に
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
被
災
地
老
連
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ
て
頂
き
、
県
下
の
老
人

ク
ラ
ブ
に
よ
る
絆
づ
く
り
を
更
に
展
開
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　

　

さ
て
、
念
願
の
会
員
増
強
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
９
月
に
県
老
連
主
催
に

よ
る
元
気
老
人
ク
ラ
ブ
広
報
活
動
推
進
事
業
と
し
て
、
増
強
運
動
に
詳
し
い
講
師
を

招
聘
し
、
効
果
的
な
取
り
組
み
の
方
策
等
を
検
討
す
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
会

員
増
強
運
動
の
最
終
年
度
で
も
あ
り
、
引
き
続
き
会
員
の
総
力
を
結
集
し
て
取
り
組

ん
で
頂
き
ま
す
よ
う
重
ね
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

一
方
、
新
地
域
支
援
事
業
に
係
る
取
り
組
み
で
は
、
各
市
町
村
で
第
７
期
介
護
保

険
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
、
中
に
は
友
愛
訪
問
や
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
を
通
じ
て

介
護
支
援
・
日
常
生
活
支
援
に
活
動
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
各
自
治
体
に
よ
り

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
す
る
対
応
は
様
々
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
協
議

体
へ
の
参
画
等
も
含
め
て
更
な
る
取
り
組
み
が
肝
要
と
認
識
さ
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
昨
年
、
熊
本
市
老
連
の
再
加
入
が
実
現
致
し
、
県
下

　

市
町
村
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
一
致
団
結
し
て
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
万
全

４５の
組
織
体
制
が
築
か
れ
た
も
の
と
大
変
頼
も
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
に
は
暑
さ
厳
し
き
折
柄
お
体
に
十
分
ご
留
意
頂
き
、
今
後

と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。
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老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
は
、
高
齢
者
が

増
加
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
減
少
し

て
い
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
、
県
老
連
と

し
て
は
、
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
足
並
み

を
揃
え
て
平
成　

年
度
か
ら
、
会
員
が
一

２６

丸
と
な
っ
て
会
員
増
強
運
動
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
年
度
は
最
終
年
度
を
迎
え
ま

す
が
、
一
昨
年
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
影

響
も
あ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
思
う
よ
う

な
成
果
は
挙
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
７
月
に
は
熊
本

市
老
連
の
再
加
入
に
よ
り
、
組
織
は
よ
り

強
化
さ
れ
、
約　

万
人
会
員
が
共
に
手
を

１１

携
え
て
引
き
続
き
増
強
運
動
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

熊
本
県
で
は
、
地
震
か
ら
の
創
造
的
復

興
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
い
る
な
か
に
、

高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
な
か
で
も
介

護
保
険
法
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
昨
年

度
か
ら
全
市
町
村
が
新
し
い
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
同
事
業
に
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ
の

役
割
に
も
期
待
感
が
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
私
達
老
人
ク
ラ
ブ

は
、
誰
で
も
「
参
加
し
て
み
た
い
」
と
思

え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
行
政
等

の
関
係
団
体
と
連
携
し
、
今
ま
で
の
活
動

実
績
に
裏
打
ち
さ
れ
た
私
た
ち
の
強
み
で

あ
る
組
織
力
を
生
か
し
て
、
地
域
の
安

全
・
安
心
づ
く
り
に
会
員
一
丸
と
な
っ
て

行
動
し
て
参
り
ま
す
。

１　

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の

推
進
（
公
１
）

　

健
康
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
健
康
寿
命
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

自
ら
の
健
康
管
理
や
生
活
習
慣
に
気
を
配

り
な
が
ら
、
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
で
介
護
予
防
に
も
大
き
く
貢

献
し
ま
す
。

　
�
　

高
齢
者
の
体
力
測
定
普
及
活
動
の

推
進

　
　
　

高
齢
者
の
体
力
測
定
は
、「
自
ら

の
体
力
を
知
り
、
自
分
に
あ
っ
た
適

切
な
運
動
を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ

て
い
く
」
こ
と
で
自
立
で
き
る
体
力

を
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

本
年
度
も
事
業
と
し
て
幾
つ
か
の
老

連
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
事
業
の

普
及
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　
�
　

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
支
援
事
業
の

推
進

　
　
　

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
正
し
い
理

解
の
た
め
に
講
習
会
・
実
技
研
修
を

行
い
、
幾
つ
か
の
老
連
に
取
り
組
み

を
お
願
い
し
、
県
内
各
地
で
取
り
組

み
が
展
開
す
る
よ
う
進
め
て
行
き
ま

す
。

　
�
　

健
康
づ
く
り
指
導
者
育
成
事
業

　
　
　

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
関
し

て
専
門
家
の
意
見
を
聴
く
ほ
か
、
講

演
会
や
ブ
ロ
ッ
ク
別
研
修
会
を
開
催

し
意
見
の
交
換
及
び
活
動
の
普
及
を

図
り
ま
す
。

Ⅱ　

公
益
事
業

Ⅰ　

運
動
の
基
本
方
針

健康ウォーキング状況
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（
県
老
連
理
事
会
承
認
）

平
成
30
年
度　

熊
本
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

平
成
30
年
度　

熊
本
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
業
計
画
決
ま
る

事
業
計
画
決
ま
る

事
業
計
画
決
ま
る

理 事 会



　
　

①　

健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
支
援

事
業
推
進
委
員
会

　
　

②　

ブ
ロ
ッ
ク
別
「
健
康
づ
く
り
講

演
会
」

　
　

③　

健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
等
研
修

会

２　

地
域
支
え
合
い
活
動
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
公
２
）

　
�
　

在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
の

推
進

　
　
　

元
気
な
高
齢
者
が
地
域
の
一
人
暮

ら
し
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
等
の
家

庭
を
訪
問
し
、
話
し
相
手
や
簡
単
な

生
活
支
援
等
の
活
動
を
実
践
す
る
シ

ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
養
成
及
び
２
年
の

実
務
経
験
者
を
対
象
に
し
た
シ
ル

バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
指
導
者
養
成
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
活
動
の
広
が
り
を

図
っ
て
行
き
ま
す
。

【
地
域
支
え
合
い
活
動
に
関
す
る
県
老
連

か
ら
市
町
村
老
連
へ
の
取
り
組
み
の
呼

び
か
け
】

Ａ　

地
域
の
安
全
・
安
心
の
取
り
組
み

　

①　

地
域
の
子
ど
も
見
守
り
活
動

　
　
　

県
内
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

登
下
校
時
の
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
の

継
続
と
空
白
地
域
の
減
少
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

　

②　

防
犯
・
消
費
者
被
害
・
振
り
込
め

詐
欺
等

　
　
　

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
業
者
の
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
行
政
（
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
等
）
や
警
察
と
情
報

を
共
有
し
、
講
習
会
開
催
な
ど
の
安

全
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

③　

災
害
等
緊
急
時
の
対
応

　
　
　

自
治
会
や
町
内
会
と
い
っ
た
団
体

と
の
連
携
の
中
で
、
高
齢
者
や
社
会

的
弱
者
へ
の
災
害
緊
急
時
の
連
絡
や

避
難
体
制
に
つ
い
て
、
可
能
な
と
こ

ろ
か
ら
検
討
を
進
め
ま
す
。

Ｂ　

社
会
奉
仕
の
日
の
取
り
組
み

　
　
「
老
人
の
日
・
老
人
週
間
」
は
、
９
月

　

日
〜
９
月　

日
の
期
間
で
、
期
間
中

１５

２１

の
９
月　

日
を
老
人
ク
ラ
ブ
全
国
一
斉

２０

「
社
会
奉
仕
の
日
」
と
し
て
制
定
し
、

環
境
美
化
活
動
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

３　

活
動
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

（
公
３
）

　
�
　

広
報
活
動

　
　

①　

広
報
委
員
会
の
開
催
と
年
２
回

の
「
県
老
連
だ
よ
り
」
の
刊
行

　
　

②　

元
気
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
広
報
推

進
事
業

　
　
　

県
か
ら
の
補
助
を
受
け
、
研
修
会

の
開
催
や
事
例
を
通
じ
て
活
発
・
先

進
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
老
人
ク

ラ
ブ
を
、
他
の
老
人
ク
ラ
ブ
等
に
紹

介
。

　
　
　

ま
た
、
会
員
加
入
増
強
運
動
推
進

委
員
会
を
開
催
し
、
未
加
入
者
が
入

り
た
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
老
人

ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
進
め
、
会
員
加
入

の
促
進
と
ひ
い
て
は
老
人
ク
ラ
ブ
全

体
の
活
性
化
を
図
っ
て
行
き
ま
す
。

　
�
　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
調
査
事
業

　
　
　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
実
態
に

つ
い
て
調
査
し
、
地
域
活
動
の
基
礎

資
料
を
作
成
し
ま
す
。

　
�
　

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
及
び
各
種
表
彰

の
実
施

　
　

①　

第　

回
熊
本
県
老
人
ク
ラ
ブ
大

３４

会
の
開
催

　
　

②　

老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
の
表

彰

　
　

③　

高
齢
者
へ
の
寿
詞
贈
呈

　
　

④　

赤
い
羽
根
歳
末
助
け
合
い
運
動

へ
の
協
力

　
�
　

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
等

　
　

①　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
新
任
会
長
及

び
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　
　
　
　

新
任
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

や
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
組
織
や
事
業

を
運
営
し
て
い
く
上
で
必
要
な
知

識
や
情
報
に
つ
い
て
研
修
を
行
い

ま
す
。

【
活
動
活
性
化
に
関
す
る
県
老
連
か
ら
市

町
村
老
連
へ
の
取
り
組
み
の
呼
び
か
け
】

Ａ　

行
政
や
団
体
と
の
連
携
強
化
の
推
進

　

①　

市
町
村
行
政
と
定
期
的
な
協
議
の

機
会
設
定

　
　
　

市
町
村
行
政
と
の
「
定
期
的
な
協

議
の
場
」
を
設
け
る
こ
と
で
、
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
予
算
の
協
議
や
高
齢
者

�������	
� 平成 30年（ 2018 年）7月 1日第 1 3 4 号（3）

シルバーヘルパー養成講習会

元気老人クラブ活動広報推進研修会

（
次
頁
へ
続
く
）
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福
祉
行
政
と
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
調

整
を
図
る
と
と
も
に
行
政
と
の
連
携

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

②　

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
積
極
的

な
参
加

　
　
　

地
域
の
中
で
安
心
・
安
全
に
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
、
市
町
村
社
協
や

自
治
会
を
は
じ
め
地
域
に
あ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
活

動
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

４　

被
災
者
支
援
及
び
復
興
活
動
の
推

進
（
公
４
）

　

今
回
の
熊
本
地
震
を
契
機
に
、
災
害
時

に
お
い
て
被
災
者
支
援
及
び
復
興
を
目
的

と
す
る
活
動
に
取
り
組
む
な
ど
、
速
や
か

な
対
応
を
行
い
ま
す
。

　
�
　

被
災
者
支
援
及
び
震
災
復
興
関
連

事
業

　
　
　

被
災
市
町
村
老
連
が
行
う
震
災
復

興
関
連
事
業
並
び
に
非
被
災
市
町
村

老
連
が
行
う
被
災
市
町
村
老
連
復
興

支
援
事
業
に
対
し
て
支
援
を
行
う
と

と
も
に
、
震
災
発
生
後
ま
る
２
年
を

迎
え
る
今
年
に
、
復
興
祈
念
事
業
を

行
い
ま
す
。

　
　
　

ま
た
、
熊
本
地
震
の
記
録
や
貴
重

な
体
験
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
必

要
な
体
験
談
や
資
料
並
び
に
デ
ー
タ

等
の
取
材
・
収
集
を
行
い
、
地
震
災

害
報
告
書
を
作
製
し
ま
す
。

 

１　

指
定
旅
館
・
ホ
テ
ル
等
及
び
図
書

斡
旋
（
収
１
）

　
�
　

指
定
旅
館
・
ホ
テ
ル
等
（
収
入
）

　
　
　

会
員
の
研
修
や
旅
行
等
福
利
厚
生

に
資
す
る
た
め
、
県
老
連
指
定
制
度

を
設
け
、
安
心
し
て
活
用
で
き
る
場

（
旅
館
・
ホ
テ
ル
等
）
を
提
供
す
る

趣
旨
で
実
施
し
て
お
り
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
等
か
ら
の
申
し
出
を
受
け
、
理

事
会
等
に
諮
り
指
定
旅
館
・
ホ
テ
ル

等
と
し
て
指
定
し
ま
す
。

　
　
　

ま
た
、
指
定
旅
館
・
ホ
テ
ル
等
の

案
内
を
作
成
し
て
各
単
老
に
配
布
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
名
簿
や
年
２
回
発
行
の

県
老
連
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
会
員
へ

の
周
知
を
は
か
り
ま
す
。

　
�
　

図
書
斡
旋
収
入

　
　
　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
日
誌
や
老
人
ク

ラ
ブ
会
計
簿
な
ど
を
会
員
に
斡
旋
し
、

そ
の
活
用
に
よ
り
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

の
円
滑
な
運
営
を
図
り
ま
す
。

２　

保
険
広
告
（
収
２
）

　
�
　

保
険
広
告
料
収
入

　
　
　

全
老
連
が
実
施
す
る
傷
害
保
険
・

賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て
、
機
関
紙

の
「
県
老
連
だ
よ
り
」
を
は
じ
め
、

研
修
会
・
講
習
会
等
資
料
に
広
告
を

掲
載
し
て
宣
伝
を
行
い
、
広
告
料
収

入
を
得
ま
す
。 

３　

共
益
（
他
１
）

　
�
　

郡
・
市
町
村
老
連
事
務
担
当
者
研

修
会

   　
　

市
町
村
老
連
事
務
局
長
や
担
当
者

を
集
め
、
高
齢
者
福
祉
制
度
や
県
老

連
事
業
の
活
動
方
針
の
説
明
並
び
に

事
務
連
絡
及
び
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
情
報
を
共
有
し
活
動
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

１　

役
員
会
等
の
開
催

　
�
　

正
副
会
長
会
議

　

�　
理
事
会

　
�
　

総
会

　
�
　

監
査

　
�
　

活
動
積
立
金
管
理
運
営
委
員
会

　
�
　

女
性
委
員
会

　
�
　

友
愛
活
動
活
性
化
委
員
会

２　

全
国
及
び
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　

及
び
研
修
会
等

　
�
　

第　

回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

４７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
沖
縄
県
）

　

�　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
理
事

会
・
評
議
員
会
（
東
京
都
）

　
�
　

都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
会
長

会
議
（
東
京
都
）

　
�
　

都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
事
務

局
長
会
議
（
東
京
都
）

　
�
　

都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
女
性

リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
東
京
都
）  

　
�
　

第　

回
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛

２４

活
動
セ
ミ
ナ
ー
（
東
京
都
）

　
�
　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
（
鹿
児
島
県
）

Ⅲ　

収
益
事
業

Ⅳ　

会
議
及
び
研
修
会

友愛活動活性化委員会

郡・市町村老連事務担当者研修会
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平成30年度　県老連行事予定平成30年度　県老連行事予定
全老連・九ブロ関係行事日（曜）県 老 連 関 係 行 事日（曜）月

都道府県・指定都市老連新任事務局長・
職員研修会

２７（金）県老連監査及び正副会長会議
県老連広報委員会

２０（金）
２６（木）

４

全老連女性代表者会議
全老連理事会

１５（火）
３０（水）

県老連理事会
県老連女性委員会
県老連総会

１１（金）
１７（木）
３０（水）

５

全老連評議員会１９（火）県老連健康づくり推進委員会
市町村老連事務担当者研修会
※市町村老連新任会長及び女性リーダー
等研修会

※シルバーヘルパー養成講習会
 （以上６月末～９月末）

７（木）
１２（火）

６

都道府県・指定都市老連第１回事務局長
会議（～３（火））
九州ブロック老人クラブリーダー研修会

（～６（金））

２（月）
 

５（木）

県老連正副会長会議
健康づくりブロック別研修会
　　　　　　（中央ブロック）

２７（金）
３１（火）

７

第３６回都道府県・指定都市老人クラブ
リーダー中央セミナー（～８（水））
第４３回活動推進担当者研究セミナー

７（火）

２１（火）

健康づくりブロック別研修会
　　　　　　（県北ブロック）

未定
８

老人の日・老人の週間（１５日～２１日）
全国一斉「社会奉仕の日」

１５（土）
２０（木）

元気老人クラブ活動広報推進事業研修会４（火）
９

第３０回女性リーダーセミナー
 　　　　　　　　（～１２（金））

１１（木）県老連広報委員会
第３４回熊本県老人クラブ大会／熊本地震
復興祈念事業
シルバーヘルパー指導者養成講習会
　　　　　　　　　　　　　（県央）
シルバーヘルパー指導者養成講習会
　　　　　　　　　　　　　（県南）

 ５（金）
 １７（水）

 ２６（金）

 ３１（水）

１０

第３１回全国健康福祉祭とやま大会
　　　　　　　　　　（～６（火））
第２８回「地域文化伝承館」（～５（月））

３（土）シルバーヘルパー指導者養成講習会
　　　　　　　　　　　　　（県北）
シルバーヘルパー指導者養成講習会
　　　　　　　　　　　　　（天草）
健康ウォーキング等研修会

２（金）

７（水）

１５（木）

１１

第４７回全国老人クラブ大会（～５（水）） ４（火）１２

第２３回在宅福祉を支える友愛活動セミ
ナー（～３１（木））

３０（水）健康づくりリーダー等研修会
県老連活動積立金管理運営委員会

２５（金）
３１（木）

１

都道府県・指定都市老連会長事務局長合
同会議（～５（火））
第１６期健康づくり中央セミナー
　　　　　　　　　（～２２（金））

４（月）

２０（水）

県老連健康づくり推進委員会
県老連正副会長会議
県老連女性委員会

１３（水）
 ２１（木）
 ２６（火）

２

全老連理事会・評議員会１２（火）県老連理事会７（木）３
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平成３０年度の収入支出予算書が下記のとおり承認されました。

平成３０年度　県老連収入支出予算書

指定正味財産増減の部（公益目的事業会計・震災寄付金積立）

一般正味財産の部

附　　　　　　　　記本年度予算額科　　　目
 活動基金基本財産運用益８００,０００基 本 財 産 運 用 益

８,１０４,０００受 取 会 費
４,９００,０００ 指定旅館指定料　

４,９５０,０００事 業 収 益
１５０,０００ 図書斡旋　　　　　　 
７,８２５,０００ 県補助金　

１２,３１１,０００受 取 補 助 金 １５０,０００ 共同募金配分金
４,３３６,０００ 受託　

 震災寄付金積立より１２,２９５,０００受 取 寄 付 金
 老人クラブ傷害保険広告費その他 ８０２,０００雑　 収　 益

３９,２６２,０００経常収益計

（１）経常収益 （単位：円）

附　　　　　　　　記本年度予算額科　　　目
１０,８７７,０００ 給料手当　　   

３１,０５５,０００

公益事業　
３０,１７４,０００
（別表参照）
収益事業　
　８８１,０００

事　 業　 費

１,８２４,０００ 臨時雇賃金　  
０ 退職給付費用   

１,９６５,０００ 福利厚生費    　
１,３８８,０００ 旅費交通費　    
１,０００,０００ 通信運搬費      
１,２５９,０００ 消耗品費       
５,０４５,０００ 印刷製本費 　
８７２,０００ 賃借料          
４６２,０００ 諸謝金         

０ 支払負担金          
０ 支払助成金　　

６,１２６,０００ 委託費        　
２１８,０００ 雑費               
３,５３８,０００ 給料手当　　     

１１,６６９,０００管　 理　 費

８４５,０００ 退職給付費用　 　
７４９,０００ 福利厚生費　      
２,４２１,０００ 旅費交通費     
２００,０００ 通信運搬費    　
１０,０００ 減価償却費        
１９５,０００ 消耗品費          
２８７,０００ 印刷製本費       
１,０９５,０００ 賃借料           
４３２,０００ 諸謝金              
５３１,０００ 租税公課         
８４９,０００ 支払負担金     
４２０,０００ 雑費                

４２,６２７,０００経常費用計
……①△ ３,３６５,０００当期一般正味財産増減額
……②（活動積立金果実含む）８,２２５,０００一般正味財産期首残高
①＋②（平成３１年度へ繰越見込み額）４,８６０,０００一般正味財産期末残高

（単位：円）（２）経常費用

△ １２,２９５,０００一般正味財産への振替額
４３,０３３,０００指定正味財産期首残高

平成３１年度へ繰越見込み額３０,７３８,０００指定正味財産期末残高
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平
成
３０
年
度
予
算
　
事
業
費
内
訳
（
公
益
目
的
事
業
会
計
）

（
単
位
：
円
）

公
４ 計

公
４

（
被
災
者
　
 

支
援
及
び

 復
興
事
業
）

公
３ 計

公
３

（
地
域
活
動
活
性
化
推
進
事
業
）

公
２ 計

公
２

（
高
齢
者
の
地
域

支
え
合
い
活
動
事
業
）

公
１ 計

公
１

（
高
齢
者
の
健
 

康
づ
く
り
介

 護
予
防
事
業
）

事
業
支
出

予
算
計

科
　
目

高
齢
者
表
彰

事
業
費

広
報
及
び

事
業
啓
発

活
動
費

指
導
者
研
修

及
び
活
動

実
態
調
査
費

シ
ル
バ
ー

ヘ
ル
パ
ー
等

養
成
事
業
費

高
齢
者

相
互
支
援

推
進
事
業
費

健
康
づ
く
り

研
修
指
導

事
業
費

・
大
会

・
寿
詞

・
機
関
紙

・
元
気
老
ク
活

 動
広
報
推
進

 事
業

・
単
老

 新
任
会
長

・
ク
ラ
ブ
名
簿

・
体
力
測
定

・
健
康
ウ
ォ
ー

 キ
ン
グ

・
指
導
者
育
成

２
,５９
８
,００
０

２
,５９
８
,００
０

３
,４２
５
,００
０

１
,４５
９
,００
０

１
,１０
１
,００
０

８６
５
,００
０

２
,７８
２
,００
０

２
,５２
６
,００
０

２５
６
,００
０

２
,０７
２
,００
０

２
,０７
２
,００
０

１０
,８７
７
,００
０

給
料
手
当

４５
６
,００
０

４５
６
,００
０

１
,０６
４
,００
０

６０
８
,００
０

１５
２
,００
０

３０
４
,００
０

１５
２
,００
０

０
１５
２
,００
０

１５
２
,００
０

１５
２
,００
０

１
,８２
４
,００
０

臨
時
雇
賃
金

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

退
職
給
付
費
用

４７
２
,００
０

４７
２
,００
０

６９
６
,００
０

３２
１
,００
０

１９
４
,００
０

１８
１
,００
０

４５
４
,００
０

３９
０
,００
０

６４
,００
０

３４
３
,００
０

３４
３
,００
０

１
,９６
５
,００
０

福
利
厚
生
費

１５
８
,００
０

１５
８
,００
０

２３
９
,００
０

０
２２
８
,００
０

１１
,００
０

６３
７
,００
０

２３
１
,００
０

４０
６
,００
０

３３
０
,００
０

３３
０
,００
０

１
,３６
４
,００
０

旅
費
交
通
費

２８
２
,００
０

２８
２
,００
０

３７
８
,００
０

８０
,００
０

２４
３
,００
０

５５
,００
０

２２
３
,００
０

１６
６
,００
０

５７
,００
０

４７
,００
０

４７
,００
０

９３
０
,００
０

通
信
運
搬
費

１３
３
,００
０

１３
３
,００
０

５７
１
,００
０

４０
９
,００
０

１６
２
,００
０

０
３８
２
,００
０

３３
０
,００
０

５２
,００
０

１５
８
,００
０

１５
８
,００
０

１
,２４
４
,００
０

消
耗
品
費

２
,０８
０
,００
０

２
,０８
０
,００
０

１
,８６
８
,００
０

５７
９
,００
０

８９
１
,００
０

３９
８
,００
０

３０
４
,００
０

２９
４
,００
０

１０
,００
０

６９
,００
０

６９
,００
０

４
,３２
１
,００
０

印
刷
製
本
費

８０
,００
０

８０
,００
０

３３
６
,００
０

９０
,００
０

２４
６
,００
０

０
２１
９
,００
０

１６
５
,００
０

５４
,００
０

２０
４
,００
０

２０
４
,００
０

８３
９
,００
０

賃
借

料

２０
,００
０

２０
,００
０

６０
,００
０

０
６０
,００
０

０
１３
６
,００
０

１３
６
,００
０

０
２４
６
,００
０

２４
６
,００
０

４６
２
,００
０

諸
謝

金

０
０

０
０

０
０

９
,００
０

０
９
,００
０

１０
,００
０

１０
,００
０

１９
,００
０

支
払
負
担
金

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

支
払
助
成
金

５
,９９
６
,００
０

５
,９９
６
,００
０

０
０

０
０

０
０

０
１３
０
,００
０

１３
０
,００
０

６
,１２
６
,００
０

委
託

費

２０
,００
０

２０
,００
０

２０
,００
０

２０
,００
０

０
０

１２
２
,００
０

１１
８
,００
０

４
,００
０

４１
,００
０

４１
,００
０

２０
３
,００
０

雑
費

１２
,２９
５
,００
０

１２
,２９
５
,００
０

８
,６５
７
,００
０

３
,５６
６
,００
０

３
,２７
７
,００
０

１
,８１
４
,００
０

５
,４２
０
,００
０

４
,３５
６
,００
０

１
,０６
４
,００
０

３
,８０
２
,００
０

３
,８０
２
,００
０

３０
,１７
４
,００
０

事
業
費
合
計
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平成２９年度の収入支出決算書が下記のとおり承認されました。

平成２９年度　県老連収入支出決算書

附　　　　　　　　記本年度収入額科　　　目
８０２,５８９基 本 財 産 運 用 益
８,６２０,６５０受 取 会 費

４,９００,０００指定旅館指定料５,０７４,３２６事 業 収 益 １７４,３２６図書斡旋
７,８２５,０００受取地方公共団体補助金

１１,８４６,０００受 取 補 助 金 ０受取関係団体補助金
１５０,０００受取共同募金配分金
３,８７１,０００受取地方公共団体受託収入
３,４４５,１９０熊本地震救援拠金取崩し９,５０５,４４９受 取 寄 付 金 ６,０６０,２５９九州北部豪雨義援金

老人クラブ傷害保険広告費他９４７,３３２雑 収 益
３６,７９６,３４６経常収益計

（１）経常収益 （単位：円）

一般正味財産の部

指定正味財産増減の部（公益目的事業会計・震災寄付金積立）
熊本地震救援拠金３１６,４８６受取寄付金

△ ３,４４５,１９０一般正味財産への振替額
４６,０６４,４２１指定正味財産期首残高

平成３０年度繰越額４２,９３５,７１７指定正味財産期末残高

附　　　　　　　　記本年度支出額科　　　目
１０,５８８,４８８給料手当

２７,５２２,３０３事　 業　 費

１,８０６,２８０臨時雇賃金 
１,８５７,０５５福利厚生費
１,０４６,９９５旅費交通費　      
７２４,５７８通信運搬費      　
１,２３１,１４７消耗品費         　
２,４８９,７２３印刷製本費 　   
９５３,４７６賃借料              
３５３,４４０諸謝金            
２０,２９６支払負担金            

０支払助成金
０支払救援拠金

２７１,０４０委託費           
０支払寄託金

６,０６０,２５９支払寄付金
１１９,５２６雑費                   
３,６２１,６０９給料手当　　    

９,８４９,４９８管 理 費

８７２,０００退職給付費用　 　
７９６,２２４福利厚生費　     
１,５４６,７９５旅費交通費     
１８,１８０通信運搬費      
２,８６５減価償却費         
７０,９１４消耗品費          
９７,９５６印刷製本費      
７７０,１２８賃借料            
４３２,０００諸謝金            
４４４,４００租税公課         
８３３,０００支払負担金       
３４３,４２７雑費                

３７,３７１,８０１経常費用計
……①△ ５７５,４５５当期一般正味財産増減額
……②（活動積立金果実含む）９,０５２,６５２一般正味財産期首残高　
①＋②（平成３０年度へ繰越額）８,４７７,１９７一般正味財産期末残高　

（単位：円）（２）経常費用



�������	
� 平成 30年（ 2018 年）7月 1日第 1 3 4 号（9）

平成３０年３月３１日現在

貸 借 対 照 表

増　減前 年 度当 年 度科　　　目

Ⅰ　資産の部

　 １ ．流動資産

△ ５７２,５９０９,０３８,７５０８,４６６,１６０　　　　　現金預金

△ ５７２,５９０９,０３８,７５０８,４６６,１６０　　　　流動資産合計

　 ２ ．固定資産

　 （１） 基本財産

０１０,３６０,０００１０,３６０,０００　　　　　定期預金

１７５,０００９９,３００,０００９９,４７５,０００　　　　　投資有価証券

１７５,０００１０９,６６０,０００１０９,８３５,０００　　　　基本財産合計

　 （２） 特定資産

８７２,０００１０,９２７,７１７１１,７９９,７１７　　　　　退職給付引当預金

△ ３,１２８,７０４４６,０６４,４２１４２,９３５,７１７　　　　　震災寄附金積立預金

△ ２,２５６,７０４５６,９９２,１３８５４,７３５,４３４　　　　特定資産合計

　 （３） その他固定資産

△ ２,８６５１３,９０２１１,０３７　　　　　什器備品

△ ２,８６５１３,９０２１１,０３７　　　　その他固定資産合計

△ ２,０８４,５６９１６６,６６６,０４０１６４,５８１,４７１　　　　固定資産合計

△ ２,６５７,１５９１７５,７０４,７９０１７３,０４７,６３１　　　　資産合計

Ⅱ　負債の部

　 １ ．流動負債

　 ２ ．固定負債

８７２,０００１０,９２７,７１７１１,７９９,７１７　　　　　退職給付引当金

８７２,０００１０,９２７,７１７１１,７９９,７１７　　　　固定負債合計

８７２,０００１０,９２７,７１７１１,７９９,７１７　　　　負債合計

Ⅲ　正味財産の部

　 １ ．指定正味財産

１７５,０００１０９,６６０,０００１０９,８３５,０００　　　　　基金積立金

△ ３,１２８,７０４４６,０６４,４２１４２,９３５,７１７　　　　　寄付金

△ ２,９５３,７０４１５５,７２４,４２１１５２,７７０,７１７　　　　指定正味財産合計

１７５,０００１０９,６６０,０００１０９,８３５,０００　　　　（うち基本財産への充当額）

△ ３,１２８,７０４４６,０６４,４２１４２,９３５,７１７　　　　（うち特定資産への充当額）

△ ５７５,４５５９,０５２,６５２８,４７７,１９７　 ２ ．一般正味財産

△ ３,５２９,１５９１６４,７７７,０７３１６１,２４７,９１４　　　　正味財産合計

△ ２,６５７,１５９１７５,７０４,７９０１７３,０４７,６３１　　　　負債及び正味財産合計

（単位：円）
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各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
か
ら
友

愛
活
動
実
践
リ
ー
ダ
ー
、
担
当
者
を
対
象

に
計
１
０
１
名
（　

老
連
）
の
参
加
が
あ

４８

り
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
め
ざ
す
友
愛
活
動
を

通
じ
て
、
地
域
支
え
合
い
に
ど
の
よ
う
に

参
画
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
研
究
、

協
議
さ
れ
ま
し
た
。

【
１
日
目
】

Ⅰ．

基
調
報
告（
全
老
連 
谷
野　

香 
氏
）

　
「
老
人
ク
ラ
ブ
の
全
国
運
動
・
行
動
提

案
に
つ
い
て
」

１．

高
齢
者
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

　
�
　

高
齢
者
の
現
状

　
�
　

地
域
共
生
社
会
の
構
築

２．

老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
運
動
・
行
動

提
案

〇
市
町
村
老
連
の
新
地
域
支
援
事
業
参
加

状
況
（
老
連
数
１，

７
１
６
団
体
）

　

①
第
１
層
（
市
町
村
段
階
）
協
議
体
へ

の
参
加
・
予
定
７
０
１
老
連（　

％
）

４１

　

②
事
業
参
加
・
予
定

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
事
業　

老
連
（
５
％
）

９２

　
　

行
政
、
社
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
事
業 
２
５

４
老
連
（　

％
）

１５

〇
こ
れ
か
ら
め
ざ
す
友
愛
活
動
に
つ
い
て

５
つ
の
支
援 
①
生
活
支
援 
②
通
い
の

場
づ
く
り 
③
見
守
り
支
援 
④
健
康
づ

く
り
支
援 
⑤
情
報
伝
達
支
援

Ⅱ．

行
政
報
告

　
　
（
厚
労
省
老
健
局 
愛
甲　

健 
氏
）

　
「
介
護
保
険
制
度
を
め
ぐ
る
施
策
の
動

向
と
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
に
つ
い

て
」　

１．

介
護
保
険
制
度
の
基
本
的
な
仕
組
み

２．

介
護
保
険
を
取
り
巻
く
状
況

３．

介
護
保
険
の
概
況

４．

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

Ⅲ．

事
例
発
表
「
新
地
域
支
援
事
業
に
お

け
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
」

①
二
戸
市
老
連（
会
長 
一
本
木 
哲
男
氏
）

＊
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
生
活
支
援
モ
デ
ル
事

業
受
託
（
サ
ロ
ン
活
動
、
見
守
り
訪
問
）

②
川
越
市
老
連（
理
事 
小
林 
松
十
郎
氏
）

＊
友
愛
実
践
モ
デ
ル
事
業
受
託
（
見
守
り

支
援
、
生
活
支
援
、
サ
ロ
ン
活
動
）

【
２
日
目
】

Ⅰ．

講
演
（
医
療
経
済
研
究
・
社
会
保
険

福
祉
協
会 
服
部 
真
治 
氏
）

　
「
新
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
老
人
ク

ラ
ブ
へ
の
期
待
」

Ⅱ．

分
散
会
（
４
〜
５
名
の
グ
ル
ー
プ
で

テ
ー
マ
ご
と
に
情
報
・
意
見
交
換
）

Ⅲ．

全
体
会

以
上
が
セ
ミ
ナ
ー
日
程
で
し
た
。

　

私
は
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
、

在
宅
と
い
う
言
葉
で
思
い
出
し
ま
し
た
の

は
、
昔
の
家
で
は
奥
の
方
で
、
納
戸
（
寝

室
）
に
病
人
を
休
ま
せ
、
家
族
が
食
事
等

を
運
ん
で
介
護
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
で
は
要
介
護
１
、
２
の
方

で
直
ぐ
で
は
な
い
け
ど
体
調
を
崩
さ
れ
、

本
当
に
身
体
状
態
が
悪
い
方
も
結
構
お
ら

れ
る
よ
う
で
す
。
反
面
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
を
し
た
り
、
一
人
で
身
の
回
り
の

世
話
が
出
来
る
人
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
今
は
身
体
の
ど
こ
か
少
し
で

も
悪
い
と
も
う
介
護
で
き
な
い
、
早
く
老

人
施
設
に
行
っ
た
方
が
良
い
と
の
話
に

な
っ
て
き
ま
す
。
つ
い
て
は
在
宅
介
護
に

力
を
注
ぐ
方
向
が
出
て
来
て
お
り
、
私
は
、

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友

愛
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
と
思
わ
れ
、
そ

の
担
い
手
と
し
て
地
域
の
中
で
活
動
し
、

支
え
合
っ
て
い
け
れ
ば
と
改
め
て
感
じ
た

と
こ
ろ
で
し
た
。

�

�

�

�

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動

　
　
　
 
セ
ミ
ナ
ー
」
参
加
報
告

　

平
成　

年
１
月　

日（
水
）〜
２
月
１
日（
木
）に
開
催
さ
れ
た
標
記
セ
ミ
ナ
ー
に
、

３０

３１

上
天
草
市
老
連 
沼
田
久
子
副
会
長
、
玉
名
郡
老
連 
島�
藤
江
副
会
長
、
菊
池
市
老

連 
堤
由
香
里
事
務
局
員
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

第����回

沼　

田　

久　

子

上
天
草
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長

沼　

田　

久　

子

上
天
草
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長

セミナーの状況
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今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
趣
旨
と
し
て
は
、

介
護
保
険
制
度
が
見
直
さ
れ
、
市
町
村
は

要
支
援
の
方
に
対
し
て
、
平
成　

年
度
か

２７

ら
３
年
間
に
お
い
て
、
独
自
の
新
地
域
支

援
事
業
に
取
り
組
み
、
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
地
域
支
援
事
業
は
、
高
齢
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

地
域
団
体
や
住
民
参
加
に
よ
る
支
え
合
い

の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

１
日
目
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
で
し
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
を
活
か
し
た
介
護
予
防
、
生
活
支
援
活

動
で
す
。
地
域
で
支
援
を
必
要
と
す
る
会

員
、
高
齢
者
を
対
象
に
声
か
け
、
安
否
確

認
、
話
し
相
手
、
ゴ
ミ
出
し
、
外
出
支
援
、

家
事
援
助
、
買
い
物
援
助
、
病
院
の
付
き

添
い
、
温
泉
等
の
介
助
援
助
な
ど
、
ま
た
、

多
様
な
通
い
の
場
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
者
は
介
護
や
介

護
予
防
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
る
一
方
で
、

人
間
関
係
の
希
薄
化
や
社
会
的
孤
立
か
ら

生
じ
る
様
々
な
福
祉
、
生
活
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者

の
尊
厳
の
尊
重
と
自
立
支
援
を
支
え
る
う

え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
制
度
で
は
支
え
き
れ
な
い
問

題
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

２
日
目
は
、
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
全
老
連
事
務
局
の
方

か
ら
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、「
ハ
イ
」

と　

人
位
の
人
が
手
を
挙
げ
ま
し
た
が
、

１０
私
に
前
に
来
て
体
操
を
し
て
下
さ
い
と
言

わ
れ
、
言
わ
れ
る
が
ま
ま
汗
び
っ
し
ょ
り

に
な
っ
て
参
加
者
の
前
で
体
操
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、「
新
地
域
支
援
事
業
に
お
け

る
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
」
に
つ
い
て
、

（
一
財
）医
療
経
済
研
究
・
社
会
保
険
福
祉

協
会
の
服
部
真
治
先
生
が
研
究
さ
れ
た
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
家
、
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

で
す
。
こ
れ
は
、
私
達
の
多
く
が
望
ん
で

い
る
「
ふ
つ
う
の
幸
せ
」
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
ケ
ア
が
求
め
ら
れ
る
場
面

が
増
え
て
く
る
と
い
う
問
題
で
す
。
健
康

長
寿
社
会
を
目
指
し
た
予
防
政
策
に
は
、

ま
ず
社
会
参
加
で
す
。
サ
ロ
ン
に
参
加
し
、

人
と
の
交
流
を
多
く
、
趣
味
の
会
に
も

入
っ
て
、
社
会
と
の
多
様
な
つ
な
が
り
、

こ
れ
が
認
知
症
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
食
事
に
つ
い
て
も
一
人

よ
り
も
み
ん
な
で
の
会
食
が
良
い
よ
う
で
、

抑
う
つ
を
防
ぐ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
笑

う
こ
と
も
大
事
だ
と
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
が

減
少
す
る
よ
う
で
す
。

　

私
達
は
趣
味
を
持
ち
、
元
気
に
運
動
し
、

仲
間
を
つ
く
り
、
会
話
を
し
、
そ
し
て
、

笑
う
、
ま
た
役
員
に
な
っ
て
頂
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
長
生
き
を
し
て
明
る
く
笑
い
の

あ
る
人
生
、
健
康
な
体
づ
く
り
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

全
老
連
と
し
て
は
、「
在
宅
福
祉
を
支

え
る
友
愛
活
動
」
を
目
指
し
訪
問
型
の
支

援
活
動
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
健
康
づ
く
り
活
動
へ
の
取
り
組

み
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
友
愛
活
動
」、「
健
康
づ
く
り

活
動
」
を
よ
り
幅
広
く
と
ら
え
、「
多
様
な

生
活
支
援
」、「
多
様
な
通
い
の
場
」
を
念

頭
に
新
地
域
支
援
事
業
と
の
関
係
性
を
深

め
て
行
か
れ
る
よ
う
で
す
。

いきいきクラブ体操

島　
�
　

藤　

江

玉
名
郡（
長
洲
町
老
連
）老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

副
会
長

講演（服部真治氏）
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「
在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
セ
ミ

ナ
ー
」
に
参
加
し
、
セ
ミ
ナ
ー
で
参
考
に

な
っ
た
内
容
等
を
報
告
致
し
ま
す
。　
　

　

な
お
、
セ
ミ
ナ
ー
の
全
体
日
程
等
は
上

天
草
市
老
連
の
沼
田
副
会
長
か
ら
報
告
さ

れ
て
お
り
、
併
せ
て
、
セ
ミ
ナ
ー
に
お
け

る
個
別
的
な
内
容
等
は
、
玉
名
郡
老
連
の

島�
副
会
長
か
ら
報
告
さ
れ
て
お
り
、
ご

参
照
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
新
地
域
支
援
事
業

に
係
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

岩
手
県
二
戸
市
老
連
と
埼
玉
県
川
越
市
老

連
の
２
組
の
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
の
事
業
も
モ
デ
ル
的
に
取
り
組

む
受
託
内
容
で
サ
ロ
ン
活
動
、
見
守
り
活

動
等
の
各
々
の
支
援
が
基
本
と
な
っ
て
お

り
、
や
は
り
、
地
域
に
お
け
る
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
が
今
後
か
な
り
必
要
性
を
増
し
て

く
る
の
で
は
と
よ
り
一
層
感
じ
た
と
こ
ろ

で
し
た
。

　

ま
た
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
活
動
を
自
主
展
開
し

て
い
る
団
体
な
の
で
、
活
動
そ
の
も
の
が

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
新
地
域
支
援
事
業
）
と
し
て
そ
の
ま
ま

取
り
組
め
る
も
の
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

た
だ
し
、
各
ク
ラ
ブ
の
自
主
性
を
重
ん

じ
て
欲
し
い
の
で
、
無
理
を
し
て
取
り
組

む
必
要
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
介
護
予
防
に
は
み
ん
な
関
心

が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
新
地
域
支
援

事
業
の
仕
組
み
を
生
か
し
て
各
団
体
（
自

治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
）
と
連
携
し
て
欲

し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

新
地
域
支
援
事
業
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
主
的
に
活
動
し
、
無
理
な
く
老
人

ク
ラ
ブ
の
強
み
を
生
か
し
て
各
方
面
と
連

携
し
、
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
欲
し
い
と

い
う
思
い
が
し
っ
か
り
と
伝
わ
る
セ
ミ

ナ
ー
で
し
た
。

　

ま
た
、
閉
会
に
際
し
、
全
老
連
齊
藤
常

務
か
ら
、「
新
地
域
支
援
事
業
と
し
て
、
従

前
の
事
業
所
に
よ
る
訪
問
・
通
所
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、
住
民
主
体
に
よ
る

多
様
な
支
援
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
体
）
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
そ
の
重
要
性
を
認
識

し
、
併
せ
て
老
人
ク
ラ
ブ
「
友
愛
活
動
」

の
現
状
を
考
え
る
良
い
機
会
と
捉
え
て
い

く
。

　

更
に
、
行
政
・
協
議
体
の
連
携
で
は
、

自
治
体
毎
に
取
り
組
み
方
法
や
ス
ピ
ー
ド

感
に
違
い
が
あ
る
。

　

ま
た
、
行
政
や
協
議
体
に
よ
っ
て
老
人

ク
ラ
ブ
に
対
す
る
期
待
や
関
心
に
も
違
い

が
あ
る
。
そ
れ
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
本
体
の

実
力
に
も
そ
れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
住
み
慣
れ
た
地
域
・

在
宅
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
い
ま
何

が
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。」
と
ま

と
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
新
地
域

支
援
事
業
に
係
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
取
り
組

み
方
向
に
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
参
加
老
連
は

何
ら
か
の
形
で
新
地
域
支
援
事
業
に
関
与

さ
れ
て
い
る
老
連
と
伺
っ
て
お
り
、
事
業

を
開
始
す
る
と
き
に
、
行
政
担
当
課
等
と

の
緊
密
な
や
り
取
り
が
必
要
と
な
る
の
で
、

事
例
発
表
さ
れ
た
２
つ
の
老
連
と
同
じ
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
苦
労
が
あ
っ
て
い
る

の
で
は
と
拝
察
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
に
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

参
加
者
の
方
々
と
共
感
す
る
場
が
で
き
た

こ
と
に
、
大
変
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

堤　
　
　

由
香
里

菊
池
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

事
務
局

全老連齊藤常務理事

セミナーの様子
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県
内
の
各
被
災
地
老
連
と
非
被
災
地
老

連
会
員
に
よ
る
老
人
ク
ラ
ブ
相
互
の
励
ま

し
や
お
見
舞
い
の
交
流
活
動
が
鋭
意
取
り

組
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
を

報
告
し
ま
す
。

　

平
成　

年
２
月　

日（
月
）、
上
天
草
市

３０

１９

「
松
島
観
光
ホ
テ
ル
岬
亭
」
で
益
城
町
老

連
か
ら
稲
塚
武
俊
会
長
を
始
め
約
１
０
０

名
と
天
草
市
老
連
か
ら
松
田
正
邦
会
長
を

始
め　

名
が
出
席
。　

２０

　

開
会
に
あ
た
り
松
田
会
長
か
ら
「
益
城

町
老
連
稲
塚
会
長
を
始
め
１
０
０
名
の
皆

様
が
天
草
へ
お
出
で
い
た
だ
き
、
心
か
ら

歓
迎
す
る
。
熊
本
地
震
発
生
後
丸
２
年
が

経
過
し
、
道
路
や
橋
梁
等
公
共
施
設
の
修

復
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て

仮
設
住
宅
等
で
不
自
由
な
生
活
を
送
っ
て

お
ら
れ
る
か
と
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
。

先
日
、
熊
本
地
震
災
害
の
懇
談
会
で
、
益

城
町
の
大
山
単
老
会
長
か
ら
被
災
体
験
を

お
聞
き
し
、
地
震
の
悲
惨
さ
を
改
め
て
認

識
し
た
次
第
。

　

本
日
は
天
草
市
老
連
か
ら
演
芸
愛
好
会

員
が
代
表
し
て
、
踊
り
や
唄
で
皆
様
を
励

ま
し
た
い
と
張
り
切
っ
て
い
る
。
そ
の
後

は
天
草
の
海
の
幸
を
中
心
と
し
た
食
事
で

ど
う
ぞ
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き

た
い
。」
と
歓
迎
の
挨
拶
。

　

続
い
て
答
礼
と
し
て
稲
塚
会
長
か
ら

「
本
日
は
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
交
流
会

を
設
営
し
て
い
た
だ
き
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
る
。
益
城
町
は
内
陸
で
あ
り
、
ま

た
仮
設
住
宅
等
の
狭
い
空
間
で
日
常
生
活

を
送
っ
て
い
る
と
気
持
ち
も
塞
ぐ
こ
と
も

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
天
草
の
海
の
開
放

的
な
光
景
を
見
る
と
心
が
晴
れ
て
く
る
思

い
が
す
る
。
今
日
は
一
日
ゆ
っ
く
り
と
天

草
の
景
色
や
お
い
し
い
料
理
を
楽
し
み
た

い
。」
と
挨
拶
。

　

演
芸
会
は
冒
頭
に
女
性
部
長
が
リ
ー

ダ
ー
の
優
雅
な
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
よ
り
歓
迎
。

続
い
て「
天
草
小
唄
」を
舞
踊
愛
好
グ
ル
ー

プ
に
よ
り
披
露
さ
れ
る
と
次
第
に
雰
囲
気

が
盛
り
上
が
り
、
後
半
に
、
軽
快
か
つ
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
リ
ズ
ム
の
天
草
ハ
イ
ヤ
節

が
始
ま
る
と
、
ス
テ
ー
ジ
と
観
客
が
一
体

と
な
っ
た
ハ
イ
ヤ
踊
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
最

後
は
舞
踊
「
熊
本
城
」
の
演
目
で
西
南
戦

争
の
戦
い
の
模
様
が
唄
と
日
本
舞
踊
で
趣

深
く
表
現
さ
れ
、
演
芸
会
は
た
く
さ
ん
の

拍
手
で
終
了
。

　

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
思
い
思
い
に
両

市
町
老
連
会
員
に
よ
る
話
の
輪
が
で
き
、

交
流
会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

終
了
に
際
し
、
松
田
会
長
か
ら
「
今
後

と
も
復
興
に
向
け
て
共
に
頑
張
っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。」
と
激
励
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
て
交
流
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
２
月　

日（
水
）、「
宇
城
市

３０

２８

松
橋
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
で
宇
城
市

老
連
か
ら
野
田
秋
信
会
長
を
始
め
７
名
の

役
員
と
宇
城
市
社
協
か
ら
小
山
久
美
子
総

務
課
長
が
、
苓
北
町
老
連
か
ら
松
本
良
人

会
長
を
始
め　

名
が
出
席
。

１６

　

開
会
に
あ
た
り
野
田
会
長
か
ら
「
本
日

は
苓
北
町
老
連
松
本
会
長
を
始
め
と
す
る

役
員
の
皆
様
の
当
地
へ
の
お
出
で
を
心
か

ら
歓
迎
す
る
。
宇
城
市
は
区
域
が
広
く
、

本
日
出
席
の
豊
野
町
の
女
性
部
長
に
お
か

れ
て
は
自
宅
が
全
壊
す
る
な
ど
被
害
が
大

き
か
っ
た
と
こ
ろ
や
、
さ
ほ
ど
被
害
が
な

か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
を
含
む
多
く
の
住
民
が
仮
設
住

宅
等
で
不
便
な
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る
。

熊
本
地
震
か
ら
の
復
興
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　交
流
活
動

（
次
頁
へ
続
く
）

激励交流演芸会

◆
苓
北
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

　

宇
城
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　

と
の
訪
問
交
流

◆
天
草
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が

益
城
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を

演
芸
で
励
ま
し
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今
後
と
も
会
員
一
丸
と
な
っ
て
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
を
活
発
化
し
、
ひ
い
て
は
地
震
か

ら
の
復
興
・
復
旧
に
力
を
注
い
で
行
き
た

い
。」
と
挨
拶
。

　

続
い
て
答
礼
と
し
て
松
本
会
長
か
ら

「
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
宇
城
市

老
連
の
会
員
の
皆
様
に
対
し
て
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
。
地
震
発
生
後
本

日
、
お
見
舞
い
と
交
流
会
が
実
現
し
心
か

ら
有
り
難
く
思
っ
て
い
る
。
自
分
も
一
昨

年
益
城
町
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
復
興

支
援
に
参
加
し
た
経
験
が
あ
り
、
災
害
の

悲
惨
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
そ
の
中

で
感
じ
た
の
は
絆
の
大
切
さ
と
い
う
こ
と
。

自
分
た
ち
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
年
代
で

あ
り
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
。」
と
挨

拶
。

　

続
い
て
の
交
流
会
の
席
で
は
、
冒
頭
に

宇
城
市
老
連
豊
野
町
の
光
永
女
性
部
長
か

ら
「
地
震
で
自
宅
は
全
壊
し
、
体
調
を
崩

し
た
夫
を
抱
え
た
な
か
に
家
族
が
一
致
団

結
し
て
仮
の
住
ま
い
を
確
保
す
る
な
ど
自

分
の
生
活
を
確
保
し
つ
つ
、
併
せ
て
震
災

直
後
か
ら
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
活
動
で
近

所
の
方
達
の
安
否
確
認
に
取
り
組
み
、
感

謝
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。」
と
の
体
験

談
の
発
表
や
、
野
田
会
長
か
ら
は
「
自
宅

は
半
壊
し
た
が
、
近
所
に
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
が
５
人
お
り
そ
の
安
否
の
確
認
や

市
職
員
と
協
力
し
て
避
難
場
所
の
手
配
に

あ
た
る
な
ど
、
皆
が
無
事
に
避
難
で
き
て

い
る
の
を
確
認
で
き
安
堵
し
た
の
を
思
い

出
し
て
い
る
。」

　

他
に
も
「
２
度
の
地
震
に
よ
り
自
宅
は

半
壊
、
近
所
に
は
１
０
０
メ
ー
ト
ル
も
離

れ
て
い
な
い
の
に
全
壊
す
る
な
ど
被
害
は

地
域
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
。
岩
盤
が

強
固
な
地
域
は
被
害
が
少
な
か
っ
た
。」、

「
車
中
泊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
そ
れ

も
疲
れ
て
自
宅
に
戻
っ
て
も
身
体
が
ゆ
ら

ゆ
ら
し
て
い
た
。」
な
ど
、
当
時
の
地
震

の
激
し
さ
を
物
語
る
感
想
が
多
く
発
言
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宇
城
市
社
協
小
山
課
長
か
ら
は

「
被
災
住
宅
の
解
体
は
完
了
し
、
災
害
復

興
住
宅
の
建
設
に
も
着
工
し
て
い
る
な
か
、

生
活
、
家
、
そ
し
て
身
体
の
ケ
ア
等
こ
れ

か
ら
が
正
念
場
で
あ
り
、
地
域
支
え
合
い

セ
ン
タ
―
を
中
心
と
し
て
相
談
員
が
市
民

に
寄
り
添
い
、
集
会
所
『
み
ん
な
の
家
』

を
核
と
し
て
復
興
に
向
け
て
み
ん
な
で
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
ご
支
援
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。」
と

お
礼
と
こ
れ
か
ら
の
抱
負
の
発
言
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
松
本
会
長
か
ら
今
後
の
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
へ
の
激
励
と
「
今
後
と
も
地
震

か
ら
の
復
興
・
復
旧
に
向
け
て
、
元
気
で

取
り
組
ん
で
行
か
れ
る
よ
う
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
こ
れ
を
機
に
苓
北
町
と
の
お
付

き
合
い
を
お
願
い
す
る
。」
と
謝
辞
が
な

さ
れ
交
流
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

宇城市・苓北町老連交流会

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　
「
被
災
者
支
援
及
び
震
災
復
興
関
連

事
業
」
の
一
環
と
し
て
会
員
を
始
め
と

す
る
高
齢
者
が
一
堂
に
集
い
、
熊
本
地

震
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
会
員
が
皆
で

力
を
合
わ
せ
、
元
気
に
い
き
い
き
と
活

動
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
事
業
は
、
会
員
一
丸
と

な
っ
て
熊
本
地
震
災
害
復
興
に
取
り
組

む
姿
勢
を
示
す
た
め
、
県
老
連
大
会
と

同
時
に
開
催
し
ま
す
。

１．

日
時　

平
成　

年　

月　

日（
水
）

３０

１０

１７

　
　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

２．

会
場　

熊
本
県
立
劇
場　

　
　
　
　
　
　

演
劇
ホ
ー
ル

３．

内
容　

　

①〔
午
前
〕　

時　

分
〜　

時　

分

１０

３０

１１

４５

　
　
「
第　

回
熊
本
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」

３４

　

②〔
午
後
〕　

時　

分
〜　

時　

分

１３

１５

１５

３０

　
　
「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
」

　
　
「
復
興
祈
念
寄
席
」

　
　
　

三
遊
亭　

小
遊
三

　
　
　
（「
笑
点
」
大
喜
利
メ
ン
バ
ー
）

　
　
　

三
遊
亭　

好
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
津
町
出
身
）
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熊本県健康福祉部長寿社会局高齢者支援課

　県では平成３０年３月末に「第７期熊本県高齢者福祉計画・介護保険事業支援計画」を策定しま
した。
　この計画では、「高齢者が健やかに暮らし、いきいきと活躍できる“長寿で輝く”くまもと」を
目指して、平成３０年度から平成３２年度までの３年間、生涯現役社会の実現や地域包括ケアシステ
ムの構築の加速化に向け、高齢者の就労促進、自立支援、医療と介護の連携を推進することとし
ております。
　老人クラブにつきましては、「健康・友愛・奉仕」の精神の下、地域の高齢者の方の支援を行
われているところであり、第７期計画においても次のとおり老人クラブの活動を位置付けており
ます。

【第７期計画内容の抜粋】

生涯現役社会の実現や地域包括ケアシステムの構築の加速化に向け、高齢者
の就労促進、自立支援、医療と介護の連携等を推進する。

重点目標

�平成２８年熊本地震からの復旧・復興　　　　�高齢者の尊厳の尊重　　
�高齢者の自立支援と社会参加・参画の推進　�利用者本位の視点の重視
�住み慣れた地域での安心・安全な生活

基本理念

�������	
��

���������	
��
���
�����

�老人クラブによる健康づくりの活動推進
　�老人クラブが取り組んでいる体力測定等の健康づくり事業を活性化して、健康づく

りを進めます。

�

⑥健康寿命の延伸に向けた高齢者の健康づくりの支援

�介護予防・日常生活支援総合事業や生活支援サービスの充実
　�市町村や地域包括支援センターを対象とした研修会等を通じて、多様な生活支援

サービスの充実に向けた取組を促進するとともに、民間団体等に対するサービスの
立ち上げ支援を行う等、多様な主体の参画を促進します。また、地域の多様な主体
との連携体制の構築等に向けた市町村支援の充実を図ります。

�

⑤高齢者の自立のための介護予防の展開・生活支援サービスの充実

�老人クラブ活動の推進（シルバーヘルパーの育成等）
　�元気な高齢者が一人暮らしや体の弱い高齢者宅を訪問し、話し相手や生活援助等を

行う友愛訪問員（シルバーヘルパー）活動を推進します。

②高齢者による地域・社会貢献活動の推進

�

重点分野（１）
生涯現役社会の実現と熊本型自立支援ケアマネジメント、健康づくりの推進
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平成３０年度　県老連指定旅館一覧表

郵便番号所　　在　　地電話番号施　　設　　名番号

８６１�０１１２熊本市北区植木町田底６０９６�２７４�７２０１荒木観光ホテル１

８６１�０１１１熊本市北区植木町宮原２９２０９６�２７４�７７７７みやばる温泉 長命舘２

８６５�００６１玉名市立願寺東段６５６�１０９６８�７２�７７７７玉名温泉 つかさの湯３

８６５�０００７玉名市河崎１�１０９６８�７２�２２６６尚玄山荘４

８６１�０８０４玉名郡南関町セキアヒルズ０９６８�６９�６１１１ホテルセキア５

８６１�０５１５山鹿市昭和町５０６０９６８�４３�４１４６富士ホテル６

８６１�０５５６山鹿市平山５３０００９６８�４４�０８３０平山温泉 恵荘７

８６１�０５０１山鹿市山鹿１１０４０９６８�４３�３０８３サンパレス松坂８

８６１�１３３１菊池市隈府１０９０�１０９６８�２５�４０００菊池 笹乃家９

８６１�１３３１菊池市隈府１１１５０９６８�２５�２１８５望月旅館１０

８６１�１３３１菊池市隈府１１４４�２０９６８�２５�３１１１菊池グランドホテル１１

８６１�１３４３菊池市七城町林原９６２�１０９６８�２６�４８００七城温泉ドーム１２

８６９�２６１２阿蘇市一の宮町宮地５９３６０９６７�２２�１１２２かんぽの宿 阿蘇１３

８６９�２３０１阿蘇市内牧１１３１０９６７�３２�００３８内牧温泉 旅館 金時１４

８６９�１４１２阿蘇郡南阿蘇村久石４４１１�９０９６７�６７�２１３１ホテルグリーンピア南阿蘇１５

８６１�３９１３上益城郡山都町今２９７０９６７�８３�０８８０そよ風パーク１６

８６９�５１３５八代市日奈久中町３２６０９６５�３８�０１２５日奈久温泉 柳屋旅館１７

８６９�５１３３八代市日奈久中西町新４０９６５�３８�０４１４日奈久温泉 不知火ホテル１８

８６９�５１３４八代市日奈久上西町３３５０９６５�３８�００１０しのはらホテル浜膳１９

８６８�０８１３人吉市矢岳町３２４８０９６６�２３�１１１１秘境 かくれ里の湯２０

８６８�０００５人吉市上青井町１６６０９６６�２２�７７４１ホテル サン人吉２１

８６８�０６２３球磨郡湯前町１５８８�７０９６６�４３�４１２６ゆのまえ温泉 湯楽里２２

８６８�００９４球磨郡相良村深水２１３６０９６６�２５�８１１１さがら温泉 茶湯里２３

８６８�００９１球磨郡山江村万江甲４２３０９６６�２２�７１７１山江温泉 ほたる２４

８６９�６４０３球磨郡球磨村一勝地乙３９�２０９６６�３２�０２００一勝地温泉 かわせみ２５

８６３�１９０２天草市久玉町内の原２１９３�２０９６９�７２�６６６６天草市宿泊施設 やすらぎ荘２６

８６１�６３０３天草市栖本町馬場３７２５�１０９６９�５４�５５２６栖本温泉センター 河童ロマン館２７

８６３�２４２１天草市五和町二江５４７０９６９�２６�４０１１天草市総合交流ターミナル施設ユメール２８

８６９�３６０２上天草市大矢野町上６４９４０９６４�５６�０３４８ホテル松竜園 海星２９

８６９�３６０３上天草市大矢野町中４４６３�２０９６４�５９�０２１１亀屋ホテル華椿３０

８６９�３６０３上天草市大矢野町中５７００�１０９６４�５９�００１０旅亭 藍の岬３１

８６９�３６０３上天草市大矢野町中１００４４�３０９６４�５９�０１１１小松屋渚館３２

８６１�６１０２上天草市松島町合津４７１００９６９�５６�１１８８松島観光ホテル 岬亭３３

８６１�６１０２上天草市松島町合津６２１５�２１０９６９�５６�３０００ホテル松泉閣 ろまん館３４

８６１�６１０２上天草市松島町合津６４６６０９６９�５６�０５４２なかしま荘３５

８６６�０２０３上天草市龍ヶ岳町樋島５６５�２５０９６９�６２�１１０８よしやホテル きらら停３６

【県内】（３６施設）
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◆老人クラブ大会、県老連だより等
共同募金配分金に大変お世話になっ
ています。
　会員一同募金活動に協力しましょう。

◇
今
回
の
介
護
保
険
料
見
直
し
で
、
県
平
均
月
額
６，

３
７
４

円
で
前
期
よ
り
６
９
０
円
増
加（
増
加
率　

・
１
％
）。
中
に

１２

は
保
険
料
が
下
が
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

介
護
予
防
体
操
を
行
う
サ
ロ
ン
活
動
が
功
を
奏
し
た
と
の
こ

と
で
、
将
来
を
見
通
し
た
施
策
に
よ
り
違
い
が
出
て
き
た
様

で
す
。

◇
こ
れ
か
ら
、
新
地
域
支
援
事
業
に
係
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
取
り

組
み
方
も
よ
り
一
層
大
切
な
と
き
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員
増
強
も
含
め
て
、
引
き
続
き

老
人
ク
ラ
ブ
の
着
実
な
活
動
等
が
肝
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

◇
県
老
連
事
務
局
の
上
原
伸
孝
事
務
局
長
が
５
月
末
に
退
任
。

上
原
前
局
長
に
あ
っ
て
は
、
熊
本
地
震
へ
の
対
応
等
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。
６
月
か
ら
は
木
村
広
幸
事
務
局
長
が
就
任
。

会
員
の
皆
様
、
今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編

集

後

記

郵便番号所　　在　　地電話番号施　　設　　名番号

８３９�１４０５福岡県うきは市浮羽町古川１０９６�１０９４３�７７�３１８１筑後川温泉 つるき荘１

８３９�１４０５福岡県うきは市浮羽町古川１０９９�３０９４３�７７�２１８８筑後川温泉 清乃屋２

８３９�１４０５福岡県うきは市浮羽町古川１０９９�１００９４３�７７�２１４８筑後川温泉 桑之屋３

８３２�００３２福岡県柳川市新町１６０９４４�７３�１１８８柳川 白柳荘４

８５５�０８６４長崎県島原市秩父が浦町丁３５５２�５３０９５７�６２�３１１１東洋九十九ベィホテル５

８５５�０８０２長崎県島原市弁天町 ２ 丁目７３３１�１０９５７�６２�５１１１しまばら温泉 ホテル南風楼６

８５９�１５０１長崎県南島原市深江町甲５２９２�２０９５７�７２�５４２０雲仙みかどホテル７

８５４�０６２１長崎県雲仙市小浜町雲仙３１８０９５７�７３�３３３８名湯の宿 雲仙いわき旅館８

８７９�４２０３大分県日田市天瀬町湯山１１３７０９７３�５７�２３７０天龍荘９

８７９�４９１２大分県玖珠郡九重町湯坪６３４（筋湯温泉）０９７３�７９�３３０１九重いやしの里 ホテル大高原１０

８７９�６１０３大分県竹田市荻町新藤１１３１０９７４�６４�９５９５荻の里温泉１１

８８９�２１６１宮崎県宮崎市大字加江田４６６４（青島海岸通り）０９８５�６５�１２３４青島水光苑ホテル１２

８９１�１１０２鹿児島県鹿児島市東俣町１４５００９９�２４５�７０７０スパランド裸・楽・良１３

８９５�１２０３鹿児島県薩摩川内市樋脇町市比野４１３４０９９６�３８�１０１２旅館 薩摩の里１４

【県外】（１４施設）

※指定旅館をご利用になる場合は、事前に利用料金（消費税、入湯税等）や送迎バスの経費、スポーツ施設の利
用状況等について十分打合せを行って下さい。

１冊３６０円（税込）（Ａ４判）
金銭出納帳をはじめ会費徴収帳、月
別の収入合計・支出内訳表、市町村
報告用の予算・決算書などを掲載。
記入説明欄も掲載。
　※１０月より取りまとめ致します。

�������	�

１冊６４８円（税込）（Ａ４判）
活動記録欄に加え、年間計画表、月
間予定表、市町村報告用の事業実績
報告書や老人クラブ関係の関連資料
も掲載。
　※１０月より取りまとめ致します。

�������	
�

��������

１冊５２０円（税込）
（縦１７.５㎝、横９㎝）
日記欄に加え、毎日の
歩数を記録するスペースを追加。
老人クラブに関わる情報を掲載。
携帯に便利なポケットサイズです。
　※６月より取りまとめ致します。
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